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川崎市内主要駅周辺における 

帰宅困難者対策訓練の実施状況 

１ 概要

昨年に引き続き、全市一斉の情報受伝達訓練及び各主要駅（川崎駅、武蔵小杉駅、新百合ヶ

丘駅）における実動訓練を同時に実施いたしました。 

２ 訓練日

平成２８年１１月１６日（水） 

３ 訓練想定

川崎市直下の地震（M７．３、市内の最大震度７、最多震度６強）が発生したと想定 

 （川崎駅周辺の訓練と同じ想定）

４ 訓練時間、場所及び内容等

（１）情報受伝達訓練

日時：平成 28 年 11 月 16 日（水） 8：30～10：00 

場所：第３庁舎７階災害対策本部事務局室、各区役所 

内容：各種情報手段を通じた市本部と区本部及び関係機関等との情報受伝達 
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（２）各主要駅における実動訓練

①武蔵小杉駅周辺 

日時：平成 28 年 11 月 16 日（水） 9：30～11：15 

場所：武蔵小杉駅周辺 

一時滞在施設：中原市民館 

内容：(1) 要配慮者対応（外国人・身体的弱者等） 

(2) 駅周辺の混雑・混乱対応 

     (3) 混雑緩和スポット・一時滞在施設への誘導と開設運営 

(4) 警察署による信号機の滅灯訓練 

(5) スライド講話（要配慮者への支援のポイント） 

(6) 簡易無線機等を使用した駅・区役所・一時滞在施設の連携（午後実施） 

  参加機関 

交通事業者(2) 東日本旅客鉄道㈱武蔵小杉駅、東急電鉄㈱武蔵小杉駅 

一時滞在施設(8) 

中原市民館、川崎市教育会館、川崎市生涯学習プラザ、川崎市平和館、 

川崎市市民ミュージアム、川崎市総合自治会館、中原図書館、 

川崎市総合福祉センター（エポック中原） 

民間事業者等(3) グランツリー武蔵小杉、武蔵小杉東急スクエア、ららテラス武蔵小杉 

市民団体等(3) 自主防災組織、中原区商店街連合会青年部、川崎市国際交流協会 

行政機関等(3) 中原警察署、中原消防署、中原区役所 

参加機関数：19   （参加人数：約 120 名） 
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②新百合ヶ丘駅周辺 

日時：平成 28 年 11 月 16 日（水） 9：40～11：30 

場所：小田急新百合ヶ丘駅 

一時滞在施設：麻生市民館 

区本部：麻生区役所 

内容：(1) 駅前滞留者の避難誘導 

(2) 簡易無線機を使用した駅・区役所・一時滞在施設の連携 

(3) 一時滞在施設の開設運営 

(4) 一般参加者に対するアンケート調査 

  参加機関：麻生区災害対策連絡協議会帰宅困難者等支援部会 

交通事業者(2) 小田急電鉄㈱新百合ヶ丘駅、小田急バス㈱登戸営業所 

一時滞在施設(4) 
麻生市民館、川崎市アートセンター、昭和音楽大学、新百合トゥウェンティワ

ンホール 

民間事業者等(2) イオンテール㈱イオン新百合ヶ丘店、㈱ＯＰＡ新百合丘オーパ 

行政機関等(4) 麻生警察署、麻生消防署、麻生スポーツセンター、麻生区役所 

参加機関数：12 （参加人数：約 30 名） 


